
 

   都サ連通信 2013年度 第 5号            ‘14．1．1．発行 ③     

 

たましろの郷後援会役員会 

10月 27日に開催されたたましろフェスタ 2013in渋谷には、たくさん

の方にお越しいただきました。今回は学校ではなく、福祉施設を利

用しての開催でした。予想以上にたくさんの方にご来場いただいた

ため入場をお断りしたり、また不手際などあったりしたこと、お詫び申

し上げます。ご協力いただき、ありがとうございました。 

来年度は府中で開催します！！ 

施設より 

・12月 28日から 1月 5日までは冬休み。休みの間、なかまと遊んで

くださるボランティアさんを募集しています。 

事務局より 

・2013年度会員数…個人：1040名 1105口 団体：47団体 86口 

募金箱 330個回収 ¥1,334,013（12月 3現在） 

※1月号のﾆｭｰｽに来年度会費の振込用紙を添付させていただきます。 

時期の早い段階のお願いで申し訳ありませんが、ご協力をお願い 

いたします。 

会計より 

・11月に今年度のローンの返済が完了いたしました。みなさまのご協

力ありがとうございました。引き続きのご支援をお願い申し上げます。 

 （文責 戸部）  

どの方が新人で、どの方がベテランか全然区別が付きませんで

した。 

 学習の後に少しお時間を頂いて、代表から長年のご協力

のお礼を述べ、都サ連の最近の活動の様子などをお話し

し、これからも力を貸してほしいことをお願しました。 

 最後の連絡の時間にはＯＨＰが付き、日時などゆっくり確

かめられ、とても親切だと思いました。 

 歴史の長いサークルだけに、学ばせて頂くことが一杯あり

ました。山田さま、西川さま、そして駅までお迎えに来て下さ

った杉本さま、ありがとうございました。 

（報告：河野）  

 

サークル訪問記  

～昭島市手話サークルＦ．Ｃの会～ 

 去る１１月２２日（金）午前１０時、昭島市保健福祉センター

に単独で訪問しました。先日の立川の一日研修に招待サー

クルとして、初谷会長含め３名の参加があり、訪問打診をし

たところ快諾して頂いたのです。３年間の渡る広報班の活動

の最初の訪問先が、やはりこの昭島市の夜の「八掌の会」で

会場も同じ。懐かしい反面、未だに目に見える形で広報班

の成果が上がっていないことに、改めて申し訳ないと思いな

がら会場の４階へ。参加者は３０名ほど（ろう者も２名）年齢

は２０歳代から６０歳代くらい。 

定例会の後で１０分くらい頂ければと思っていたところ１時間

半話して下さいとのこと。 

 

１、お邪魔した理由、広報班の活動  

２、都サ連の歴史、活動 

３、東北３県との交流から学んだこと  

４、今の代表者会議の様子や行事の様子  

５、今すぐ加盟が無理でも仲間意識を共有したい 

 

以上を訴えました。過去に訪問したサークルについての質

問も寄せられ、サークル運営について高齢化、会員数の減

少など悩みは同じとの意見が幾度も出ました。都サ連が変

化しつつあることは認めて頂きましたし、次回の一日研修の

案内を差し上げる約束をして帰って来ました。            

                      （文責 広報班 山崎） 

 

 

広報班の活動報告 

 

サークル訪問記 ～世田谷「たんぽぽ」～ 

都サ連の創立の頃から加盟して頂いている世田谷の「たんぽぽ」

さんに、11月 5日（火）高田代表と河野がお訪ねしました。三軒茶屋

の繁華街から道一本入ると静かな住宅地で会場はそこにありまし

た。今日はろう者が担当する学習会でしたが、みんなが集まるまで、

やはりろう者がプレ学習会をして下さいました。例えば、顔の部分を

使う手話、腕の部分を使う手話などを、分かった方が順番に発表し

ていきます。そうこうしているうちにメインの学習を担当するろう者や

サークル会員も徐々に集まり、男性・女性・ろう者が程良いバランス

で 50人近くになりました。 

学習は、先程の単語をテーマにしたプレ学習に続き、今度は、手

話の要素（形・動き・位置など）について、少し理論的な説明があり、

「動きが同じで手の形が違う手話」「手の形は同じでも、表わす位置

が違う手話」などを、今度は４つのグループに分かれ、相談しながら

書き出し発表をしました。 私達もグループに入って一緒に学習させ

て頂きましたが、それぞれの方々が、きちんと自分のペースで学習し

ているというか、独立しているなぁと思いました。一緒の時期に入会し

た人が固まったり、先輩が後輩に指図したりということが全くないので、 
 


